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ア
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鶴
と
い
え
ば
タ
ン
チ
ョ
ウ

だ
ろ
う
か
。
そ
の
清
楚
な
体

色
と
気
品
の
あ
る
体
つ
き
か

ら
瑞
鳥
と
さ
れ
、
縁
起
の
良

い
意
匠
と
し
て
も
用
い
ら
れ

て
き
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
日

本
で
は
北
海
道
に
生
息
し
、

雪
原
を
背
景
と
し
た
写
真
を

よ
く
目
に
す
る
。
そ
の
姿
は

美
し
い
▼
し
か
し
、
鶴
は
遠

く
九
州
の
南
方
に
も
飛
来
す

る
。
鹿
児
島
県
出
水
市
の
鶴

で
あ
る
。
渡
来
数
は
日
本
一

と
言
わ
れ
て
お
り
、
ナ
ベ
ツ

ル
及
び
マ
ナ
ヅ
ル
を
中
心
に

１
万
羽
を
超
え
る
鶴
が
毎
年

10
月
頃
か
ら
越
冬
の
た
め
シ

ベ
リ
ア
か
ら
渡
来
し
、
翌
年

３
月
頃
ま
で
滞
留
す
る
▼
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
純
白
で

は
な
い
が
、
ナ
ベ
ツ
ル
、
マ

ナ
ヅ
ル
と
も
翼
を
広
げ
る
と

約
２
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
鶴
た

ち
が
優
雅
に
羽
を
広
げ
、
大

空
を
羽
ば
た
く
姿
は
圧
巻
で

あ
る
▼
こ
れ
だ
け
の
鶴
が
人

里
近
く
で
越
冬
す
る
の
は
世

界
で
も
こ
こ
だ
け
と
言
わ
れ

て
い
る
。
水
田
に
保
護
区
域

を
作
り
、
農
作
物
が
荒
ら
さ

れ
な
い
よ
う
給
餌
も
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
渡

来
数
の
一
極
集
中
に
は
伝
染

病
の
発
生
に
よ
る
絶
滅
リ
ス

ク
が
あ
り
、
越
冬
地
の
分
散

化
も
試
み
ら
れ
て
い
る
▼
人

と
動
物
と
の
共
生
は
難
し

い
。
し
か
し
、
人
も
動
物
も

生
態
系
の
一
部
で
あ
り
、
多

様
な
生
物
の
一
員
で
あ
る
。

出
水
市
に
お
け
る
人
と
鶴
と

の
共
生
も
、
い
つ
ま
で
も
残

し
て
ほ
し
い
景
色
の
１
つ
で

あ
る
。

（
北
川　

貴
史
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す

る
会
員
研
修
会
が
、
昨
年
12

月
16
日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
方
式
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
の
参
加
者

は
合
計
１
６
５
名
で

あ
り
、
19
期
か
ら
74

期
ま
で
幅
広
い
世
代

の
多
く
の
会
員
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

講
師
は
、
当
会
の

会
計
税
務
顧
問
で
あ

る
吾
妻
会
計
事
務
所

の
入
内
嶋
元
臣
税
理

士
が
務
め
た
。
研
修

会
の
内
容
は
、
消
費

税
の
基
本
的
な
仕
組

み
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
、
会

員
が
免
税
事
業
者
で

あ
る
場
合
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
、
課
税
事
業
者
が
免

税
事
業
者
と
の
取
引
を
再
考

す
る
際
の
独
占
禁
止
法
上
の

注
意
点
等
に
至
る
ま
で
幅
広

く
解
説
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
員
か
ら
の
質
問

は
事
前
に
受
け
付
け
て
お

り
、
毎
月
の
顧
問
料
を
受
け

取
る
際
に
そ
の
都
度
イ
ン
ボ

イ
ス
の
発
行
が
必
要
な
の
か

等
と
い
う
実
務
的
な
質
問
が

な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
質
問
に

つ
い
て
も
研
修
会
の
中
で
解

説
が
な
さ
れ
た
。

　

わ
ず
か
１
時
間
10
分
と
い

う
短
時
間
で
あ
り
な
が
ら
、

と
て
も
充
実
し
た
研
修
会
で

　
「
谷
間
世
代
へ
の
一
律
給

付
実
現
の
た
め
の
全
国
リ
レ

ー
集
会
」
が
、
福
岡
↓
愛
知

↓
大
阪
↓
仙
台
↓
札
幌
↓
広

島
↓
神
奈
川
の
７
箇
所
で
開

催
さ
れ
た
。
昨
年
８
月
の
福

岡
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
リ
レ

ー
集
会
。
神
奈
川
は
11
月
21

日
に
当
会
会
館
に
お
い
て
実

施
し
て
ア
ン
カ
ー
を
務
め
た
。

　

髙
岡
俊
之
会
長
の
バ
ト
ン

ト
ス
と
力
強
い
開
会
挨
拶
に

よ
り
開
幕
し
た
集
会
は
、
複

数
の
国
会
議
員
の
参
加
を
得

て
、
無
給
世
代
の
弁
護
士
ら

に
よ
る
職
務
内
容
の
プ
レ
ゼ

ン
を
通
じ
、
基
本
的
人
権
の

擁
護
と
社
会
正
義
の
実
現
と

い
う
弁
護
士
の
使
命
へ
の
寄

与
と
と
も
に
無
給
世
代
へ
の

一
律
給
付
に
よ
る
救
済
を
求

め
た
。
多
く
の
会
員
が
参
加

し
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
た
。

　

翌
週
、
11
月
29
日
に
実
施

さ
れ
た
（
衆
議
院
）
院
内
意

見
交
換
会
に
も
更
に
勢
い
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
た
。

　

無
給
世
代
を
代
表
し
て
プ

レ
ゼ
ン
を
担
当
し
た
65
期
多

湖
翔
会
員
、
68
期
藤
塚
雄
大

会
員
、69
期
小
嶋
愛
斗
会
員
、

そ
し
て
「
リ
レ
ー
集
会
in
関

東
（
神
奈
川
）」
に
参
加
さ

れ
た
皆
様
に
、
紙
面
を
借
り

て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

さ
て
、
最
初
の
無
給
世
代

あ
っ
た
。
こ
の
研
修
会
の
内

容
は
、当
会
会
員
で
あ
れ
ば
、

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員

サ
イ
ト
に
て
閲
覧
で
き
る
た

め
、
見
逃
し
た
会
員
は
是
非

ご
視
聴
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
２
０
２
３
年
10
月
１
日
に

開
始
さ
れ
る
が
、
登
録
申
請

を
行
っ
て
か
ら
登
録
通
知
が

届
く
ま
で
に
一
定
の
期
間

（
書
面
提
出
の
場
合
に
は
約

２
カ
月
）
を
要
す
る
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ボ

イ
ス
登
録
事
業
者
と
な
る
こ

と
を
検
討
さ
れ
て
い
る
会
員

に
は
早
め
に
登
録
手
続
に
着

手
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た

い
。

で
あ
っ
た
新
65
期
は
弁
護
士

登
録
か
ら
10
年
を
迎
え
た
。

71
期
以
降
へ
の
修
習
給
付
金

の
支
給
を
決
め
た
２
０
１
７

年
４
月
の
裁
判
所
法
改
正
に

お
い
て
、
無
給
世
代
が
救
済

さ
れ
ず
に
取
り
残
さ
れ
た
こ

と
で
新
65
期
〜
70
期
の
「
谷

間
世
代
」
が
生
じ
て
し
ま
っ

て
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
名
古
屋
高

裁
は
「
谷
間
世
代
の
者
に
対

し
て
も
一
律
に
何
ら
か
の
給

付
を
す
る
な
ど
の
事
後
的
救

済
措
置
を
行
う
こ
と
は
、
立

法
政
策
と
し
て
十
分
考
慮
に

値
す
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ら
れ
る
」
と
異
例
の
付
言

を
し
て
、
国
会
に
立
法
解
決

を
促
し
て
き

た
。
ボ
ー
ル

は
国
会
に
投

げ
ら
れ
て
お

り
、
立
法
解

決
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て

い
る
状
況
に

あ
る
。

　

特
筆
す
べ

き
は
、
日
弁

連
が
「
一
律

給
付
実
現
」

を
目
指
す
決

意
を
固
め
た

こ
と
で
あ

る
。
リ
レ
ー

集
会
の
名
称

に
も
用
い
ら

れ
て
お
り
、

小
林
元
治
日

弁
連
会
長
も

髙岡会長から受け取ったバトンを掲げる林晃史日弁連副会長

無給世代の救済のために必要な予算

神
奈
川
県
弁
護
士
会
臨
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

　

日　

時　

２
０
２
３
年
３
月
７
日
（
火
）　

12
時
30
分
〜

　

場　

所　

横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
６
Ｆ　

情
文
ホ
ー
ル

無給世代無給世代のの「「声声」」をを国会国会へへ届けた届けた
全国リレー集会全国リレー集会

院
内
意
見
交
換
会
に
お
い
て

「
一
律
給
付
」
を
訴
え
て
い

る
。
貸
与
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
全
て
の
無
給
世
代
へ

の
一
律
給
付
に
よ
る
救
済
立

法
を
目
指
す
方
向
性
を
明
言

し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
救
済
案
を
考
え

て
み
る
と
、
最
大
３
５
０
億

円
〜
最
小
１
９
３
億
円
の
予

算
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
（
表
参
照
）。

　

日
弁
連
に
よ
れ
ば
、
全
国

７
箇
所
で
リ
レ
ー
集
会
を
経

た
こ
と
で
、
執
筆
（
２
０
２

２
年
12
月
）
時
点
で
国
会
議

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
会
員
研
修
会

員
３
３
２
人
か
ら
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
リ
レ
ー
集
会
の
ス
タ
ー

ト
前
の
２
３
２
人
か
ら
１
０

０
人
も
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

加
わ
っ
た
。
国
会
議
員
の
過

半
数
の
獲
得
ま
で
、
あ
と
少

し
に
迫
っ
た
。

　

告
白
す
れ
ば
、
私
は
、
初

め
リ
レ
ー
を
つ
な
ぐ
集
会
を

す
る
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ

た
。
多
く
の
無
給
世
代
の
会

員
も
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
私
自
身

が
実
際
に
本
物
の
バ
ト
ン
を

広
島
か
ら
受
け
取
り
、
神
奈

川
で
髙
岡
会
長
に
、
そ
し
て

院
内
意
見
交
換
会
で
小
林
日

弁
連
会
長
に
手
渡
し
す
る
数

奇
な
役
割
を
演
じ
た
中
で
感

じ
た
こ
と
は
、
全
国
各
地
の

無
給
世
代
の
弁
護
士
の
意
思

を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

機
能
で
あ
る
。
政
治
に
は
、

当
事
者
の
「
声
」
が
必
要
な

の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

当
会
で
は
、
法
曹
養
成
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
総

会
決
議
（
２
０
１
９
年
）
や

会
長
声
明
（
２
０
２
０
年
〜

２
０
２
２
年
）
の
発
出
を
通

じ
て
、
国
会
に
対
し
て
立
法

を
促
し
て
き
た
。
２
０
１
８

年
５
月
の
「
か
な
が
わ
若
手

弁
護
士
の
会
」
に
よ
る
署
名

と
要
望
書
の
提
出
を
契
機
と

し
て
、
当
事
者
が
「
声
」
を

上
げ
始
め
た
経
緯
が
あ
る
。

　

我
々
、
無
給
世
代
が
中
心

と
な
り
、
声
を
上
げ
続
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

　

無
給
世
代
会
員
の
平
素
の

弁
護
士
と
し
て
の
活
動
に
敬

意
を
表
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

も
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
法
曹
養
成
委
員
会

 

68
期　

川
口　

崇
）

研修にのぞむ入内嶋税理士（中央）

副
会
長　

佐
々
木　

敏
尚

「給与」と「給付金」 月額支給額 司法修習期間
13か月

救済予算
谷間世代約1.1万人

Ａ：64期（期末手当 2.6月） 204,200円 3,185,520円 約350億円
Ｂ：64期（期末手当なし） 204,200円 2,654,600円 約292億円
谷間世代：新65期～70期 0円 0円
Ｃ：71期（住居手当あり） 170,000円 2,210,000円 約243億円
Ｄ：71期（住居手当なし） 135,000円 1,755,000円 約193億円
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飛
鳥
田一
雄
弁
護
士
が
取
り
組
ん
だ

　
　
　

31
号
事
件 

（
前
編
）

（２）

　

飛
鳥
田
一
雄
は
、
１
９
４

１
年
に
横
浜
弁
護
士
会
に
登

録
（
当
時
26
才
）、
Ｂ
Ｃ
級

戦
犯
裁
判
の
弁
護
を
７
件
担

当
し
、
う
ち
唯
一
死
刑
判
決

を
受
け
た
の
が
、
福
岡
第
18

俘
虜
収
容
所（
佐
世
保
所
在
）

の
元
所
長
が
裁
か
れ
た
31
号

事
件
で
あ
る
（
被
告
人
は
元

所
長
１
人
）。
裁
判
は
、
１

９
４
６
年
５
月
２
日
か
ら
４

日
ま
で
の
３
日
間
で
、
最
終

日
に
は
元
所
長
（
裁
判
当
時

26
才
）の
妻
が
証
人
出
廷
し
、

一
旦
休
憩
の
後
に
、
妻
が
見

守
る
中
、
絞
首
刑
が
言
い
渡

さ
れ
た
（
１
９
４
７
年
２
月

14
日
執
行
）。

　

飛
鳥
田
は
、
そ
の
後
、
横

浜
市
長
や
社
会
党
委
員
長
を

歴
任
し
て
い
る
が
、
そ
の
回

想
録
（
１
９
８
７
年
刊
）
で

「
ボ
ク
が
担
当
し
た
中
で
、

彼
だ
け
死
刑
に
な
っ
た
」、

「
裁
判
官
に
『
デ
ス
・
バ
イ
・

ハ
ン
ギ
ン
グ
』
っ
て
言
わ
れ

て
も
、
彼
、
分
か
ら
な
い
ん

だ
。
か
わ
い
そ
う
で
た
ま
ら

な
か
っ
た
よ
。」
と
振
り
返

っ
て
い
る
。

　

こ
の
妻
の
証
人
出
廷
は
、

情
状
証
人
と
し
て
で
は
な
く

罪
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
元
所
長
に
対
す
る
罪
状

項
目
は
４
つ
あ
る
が
、
１
つ

が
「
俘
虜
Ｅ
・
Ｋ
に
対
し
非

道
な
打
擲
を
加
え
、
十
分
な

食
料
・
水
・
衣
服
を
与
え
ず
、

１
９
４
３
年
12
月
15
日
前
後

か
ら
１
９
４
４
年
１
月
15
日

前
後
に
至
る
間
、
営
倉
に
監

禁
し
、
こ
れ
が
た
め
に
前
同

日
頃
に
死
に
至
ら
し
め
た
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
他
は

多
く
の
俘
虜
に
対
す
る
虐
待

を
自
ら
行
い
、
あ
る
い
は
指

揮
官
と
し
て
制
止
し
な
か
っ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

飛
鳥
田
の
メ
モ
に
は
証
人

予
定
者
８
名
の
リ
ス
ト
が
あ

り
（
実
際
の
実
施
人
数
は
調

査
中
）、
当
時
21
才
の
妻
の

尋
問
は
、
俘
虜
が
死
亡
し
た

当
時
、
元
所
長
は
結
婚
式
の

た
め
実
家
熊
本
に
帰
っ
て
い

た
と
い
う
ア
リ
バ
イ
立
証
の

た
め
で
あ
っ
た
。

 

（
以
下
次
号
）

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯　

横
浜
裁
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連
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８
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会
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石
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仁
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立
１
５
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史
編
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特
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委
員
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間
部　

俊
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横
浜
毎
朝
新
報
１

９
２
９
年
（
昭
和
４

年
）
６
月
21
日
は
、

横
浜
地
方
裁
判
所

が
、
前
日
に
言
い
渡

し
た
小
田
原
中
央
亭

放
火
事
件
の
陪
審
裁

判
の
無
罪
判
決
を
、

「
民
衆
裁
判
で
小
田

原
署
の
面
目
丸
潰
れ

―
か
く
て
実
を
あ
げ

た
我
等
の
民
衆
裁

判
」
と
見
出
し
を
付

け
て
伝
え
た
。

　

大
日
本
帝
国
憲
法

に
よ
れ
ば
、
司
法
権

は
、「
天
皇
の
名
に

お
い
て
」
裁
判
所
が

行
う
と
さ
れ
て
い
る

（
57
条
）
か
ら
、「
民

衆
裁
判
」
と
は
言
い
す
ぎ
の

感
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

見
出
し
は
、
三
日
間
の
予
定

で
始
ま
っ
た
裁
判
が
充
実
し

た
審
理
の
末
に
一
日
延
長
さ

れ
、
無
罪
と
な
っ
た
法
廷
の

高
揚
感
を
伝
え
て
い
る
。
新

聞
各
紙
の
記
者
た
ち
は
、
12

名
の
陪
審
員
た
ち
が
一
語
一

句
を
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
審

理
に
集
中
し
、
自
ら
質
問
す

る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
刑
事

裁
判
の
新
た
な
姿
を
感
じ
取

っ
て
い
た
。

　

彼
ら
が
書
い
た
記
事
を
読

む
と
書
き
ぶ
り
に
変
化
が
見

ら
れ
る
。
争
点
は
、
取
り
調

べ
段
階
で
放
火
を
自
白
し
た

Ｂ
女
（
22
歳
）
の
供
述
の
変

遷
の
信
用
性
だ
っ
た
。

　

東
京
日
日
新
聞
は
、
公
判

初
日
の
様
子
を
、
放
火
実
行

犯
と
さ
れ
た
Ｂ
女
の
供
述
に

つ
い
て
、「
放
火
を
否
認
し
、

奇
怪
な
陳
述
」
と
書
い
て
い

る
。
Ｂ
女
は
、
火
事
が
あ
っ

た
当
夜
は
、「
午
前
１
時
に

家
に
帰
り
床
の
中
で
本
を
読

ん
で
い
る
と
半
鐘
が
鳴
る
か

ら
驚
い
て
駆
け
つ
け
た
の
で

現
場
に
は
い
な
か
っ
た
」
と

放
火
を
否
認
し
、
自
白
に
つ

い
て
は
「
刑
事
が
、
Ａ
男
が

白
状
し
た
か
ら
そ
の
通
り
言

え
ば
家
に
帰
れ
る
と
言
う
の

で
嘘
の
自
白
を
し
た
ら
御
馳

走
し
て
く
れ
た
」、「
検
事
さ

ん
に
調
べ
ら
れ
た
ら
警
察
で

言
っ
た
通
り
の
こ
と
を
言
わ

な
い
と
許
さ
れ
な
い
ぞ
と
言

わ
れ
た
の
で
そ
の
通
り
自
白

し
た
」と
述
べ
た
。記
者
は
、

そ
の
陳
述
を
「
奇
怪
」
と
書

き
、
Ｂ
女
の
供
述
に
疑
問
符

を
付
け
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
日
目
の
公

判
で
小
田
原
警
察
署
の
警
察

官
が
証
言
台
に
立
ち
、
自
白

の
経
過
を
証
言
し
た
後
、
弁

護
人
か
ら
反
対
尋
問
を
受

け
、
裁
判
長
か
ら
厳
し
い
尋

問
を
受
け
る
や
、
警
察
官
は

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
り
、
被

告
席
の
Ｂ
女
も
「
あ
ん
ま
り

ひ
ど
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
警
察
で
言
っ
た
通
り
に

検
事
さ
ん
に
言
え
と
確
か
に

言
い
ま
し
た
」
と
涙
声
で
不

規
則
発
言
し
て
証
人
と
押
し

問
答
と
な
り
、裁
判
長
が「
新

聞
紙
を
４
つ
折
り
に
し
て
揮

発
油
を
注
い
だ
と
い
う
が
、

当
人
に
や
ら
せ
て
み
た
か
」

と
警
察
官
に
質
問
し
「
や
ら

せ
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
答
え

を
引
き
出
す
な
ど
、「
あ
た

か
も
証
人
が
あ
べ
こ
べ
に
被

告
人
に
な
っ
た
よ
う
な
奇
観

を
呈
し
た
」
と
書
い
て
い
る

（
同
紙
同
年
６
月
19
日
）。
記

者
は
、
今
度
は
、
警
察
官
の

証
言
に
疑
問
符
を
付
け
て
い

る
。

　

加
え
て
、
同
日
の
東
京
日

日
新
聞
は
、
２
日
目
の
公
判

記
事
の
冒
頭
に
「
警
官
の
強

制
暴
露
―
捜
査
方
針
を
一
新

か
―
当
局
推
移
を
重
大
視
―

俄
然
、
小
田
原
放
火
陪
審
に

波
紋
」
と
見
出
し
を
付
け
て

い
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
警

察
部
幹
部
が
法
廷
を
傍
聴
し

て
お
り
、記
者
は
、法
廷
後
、

そ
の
幹
部
を
取
材
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
日
の
陪

審
裁
判
が
当
局
に
与
え
た
衝

撃
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
さ
ら
に
同
紙
は
、
無
罪

判
決
を
伝
え
る
６
月
21
日
の

紙
面
に
「
署
長
自
ら
調
べ
る

か
―
重
大
事
件
は
す
べ
て
―

陪
審
を
予
想
し
完
全
を
期
す

―
近
く
招
集
さ
れ
る
署
長
会

議
に
刑
事
課
か
ら
提
案
実
施

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
書

い
た
。

　

１
つ
の
陪
審
無
罪
判
決

が
、
警
察
部
に
痛
烈
な
批
判

を
与
え
た
。そ
う
考
え
る
と
、

陪
審
裁
判
は
シ
ビ
リ
ア
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
役
割
を
果
た

し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
、

「
我
等
の
民
衆
裁
判
」
の
言

葉
は
的
確
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
弁
護
人
を
務
め
た

安
斉
林
八
郎
（
大
正
７
年
〜

10
年
度
会
長
）、
平
川
松
太

郎
（
昭
和
12
年
度
会
長
）、

児
玉
正
五
郎
（
昭
和
16
年
度

会
長
）
弁
護
士
の
健
闘
を
た

た
え
た
い
。

戦犯法廷の飛鳥田弁護士（右から２人目）
（米国立公文書館新館所蔵）
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９
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６
・
21
横
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毎
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新
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解
除
の
必
要
性
」
を
検
討
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事

件
に
お
け
る
証
拠
構
造
を
意

識
し
、
被
疑
者
の
供
述
が
証

拠
構
造
上
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
の
か
、
そ
の
重
要
性

は
ど
の
程
度
か
と
い
っ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
故
意
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
見
込

ま
れ
る
よ
う
な
事
案
で
は
、

被
疑
者
の
供
述
は
重
い
意
味

を
持
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
の
こ
と
も
念
頭

に
置
い
て
「
黙
秘
解
除
の
必

要
性
」
を
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

次
に
、「
黙
秘
解
除
の
必

要
性
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
も
、
当
該
被
疑
者
に
つ
い

て
、
本
当
に
黙
秘
を
解
除
し

て
よ
い
の
か
、「
黙
秘
解
除

の
許
容
性
」
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
考
慮
す
る
要
素
と

し
て
は
、
①
供
述
内
容
の
正

確
性
②
被
疑
者
の
供
述
能
力

③
他
に
取
り
得
る
方
法
よ
り

効
果
的
か
④
余
罪
取
調
べ
へ

の
波
及
等
、
供
述
の
リ
ス
ク

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

供
述
内
容
に
つ
い
て
、
被

疑
者
か
ら
十
分
な
聴
取
り
を

し
、
被
疑
者
の
記
憶
が
正
確

で
あ
る
か
、
客
観
的
証
拠
に

よ
る
裏
付
け
は
あ
る
か
、
被

疑
者
の
性
格
や
表
現
能
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

等
に
照
ら
し
、
取
調
べ
に
お

い
て
正
確
な
供
述
を
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
か
な
ど
を

検
討
し
、
さ
ら
に
、
弁
護
人

に
よ
る
供
述
録
取
や
弁
護
人

を
通
じ
た
捜
査
機
関
へ
の
情

報
提
供
等
の
方
法
よ
り
被
疑

者
が
捜
査
機
関
に
直
接
供
述

す
る
方
が
効
果
的
な
の
か
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 

（
続
く
）

必
要
が
あ
る
場
合
③
違
法
性

阻
却
事
由
の
存
在
等
、
供
述

の
時
期
が
供
述
の
信
用
性
の

判
断
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
場
合（「
後

出
し
」
で
は
供
述
の
信
用
性

が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
）④
事
案
の
性
質
上
、

供
述
し
た
方
が
得
策
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
場
合
（
共
犯

事
件
等
）
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
黙
秘

　
「
原
則
黙
秘
」
の
例
外
的

な
場
合
、
す
な
わ
ち
黙
秘
を

解
除
し
て
供
述
す
る
こ
と
を

選
択
す
る
場
合
と
は
、
ど
の

よ
う
な
場
合
か
。

　
「
黙
秘
解
除
の
必
要
性
」

が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て

は
、
①
供
述
す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
起
訴
処
分
や
略
式
起

訴
等
、
被
疑
者
に
有
利
な
処

分
が
得
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
②
既
に
し
て
し
ま
っ

た
誤
っ
た
供
述
を
訂
正
す
る 「

刑
弁
問
研
」―
原
則
黙
秘

そ
の
３

会
員　

妹
尾　

孝
之

刑事弁護修習の刑事弁護修習の
最前線最前線

～20年目の司法修習～

その２
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私
が
報
道
部
に
配
属
さ
れ
た
の

は
、
入
社
３
年
目
の
７
月
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
昼
の
情
報
番
組
の
制
作

を
し
て
い
た
自
分
に
と
っ
て
は
驚
き

の
人
事
で
あ
り
、
全
く
違
っ
た
情
報

を
取
り
扱
う
部
署
に
と
ま
ど
っ

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

　

配
属
さ
れ
て
か
ら
１
年
間

は
、
川
崎
市
役
所
の
記
者
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
、
市
政
を
担
当
し

て
い
た
。

　

当
時
は
、
取
材
か
ら
原
稿
を

完
成
さ
せ
る
ま
で
今
で
は
想
像

も
で
き
な
い
く
ら
い
の
時
間
が

か
か
り
、
デ
ス
ク
か
ら
の
催
促

の
電
話
に
震
え
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
―
現
在
は
事
件
や

事
故
、
裁
判
を
担
当
し
て
い
る
。

　

担
当
す
る
よ
う
に
な
り
感
じ
た
の

は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
扱
わ
れ
る

事
件
や
事
故
以
外
に
も
、
苦
し
く
悲

し
い
被
害
に
あ
っ
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
て
、
普
段
見
て
い
た
も
の
は

一
部
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

わ
い
せ
つ
に
傷
害
…
１
件
１
件
、
聞

き
取
り
を
し
て
暗
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
。

　

し
か
し
、
慣
れ
と
言
っ
て
は
い
け

な
い
が
、
い
つ
し
か
「
こ
れ
は
放
送

に
値
す
る
か
」
と
い
う
物
差
し
で
広

報
文
や
起
訴
メ
モ
を
手
に
し
て
し
ま

っ
て
い
る
自
分
に
こ
の
原
稿
を
書
き

な
が
ら
気
が
付
い
た
。

　
「
何
の
た
め
に
報
道
を
す
る
の

か
」。
今
一
度
考
え
て
み
た
が
、
悲

惨
な
事
件
や
事
故
を
通
じ
、
二
度
と

同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

よ
う
に
自
分
自
身
を
含
め
た
視

聴
者
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
の

だ
と
、
私
な
り
の
や
り
が
い
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
だ
ま
だ
記
者
歴
は
短
い

が
、
視
聴
者
が
感
じ
る
「
悲
し

い
、
悔
し
い
」
の
感
覚
を
忘
れ

ず
に
、
膨
大
な
量
の
情
報
に
流

さ
れ
な
い
「
軸
」
を
持
っ
た
記
者
に

な
り
た
い
。

（
株
式
会
社
テ
レ
ビ
神
奈
川

　

柳
澤　

樹
）

流

され
ない「軸」を

と
っ
て
は
怒
涛
の
１
年
が
、

漸
く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

た
。
そ
ん
な
時
に
は
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
一
度
、
気
持

ち
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
平
常
心

に
戻
る
た
め
の
「
整
え
る
」

方
法
が
必
須
で
あ
る
。

　

私
に
と
っ
て
、
そ
の
方
法

は
、「
片
づ
け
」
と
「
血
を

巡
ら
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　

や
る
べ
き
仕
事
が
沢
山
あ

っ
て
、
気
持
ち
が
落
ち
着
か

な
く
な
る
と
、
私
は
ま
ず
、

狂
っ
た
よ
う
に
事
務
所
や
部

屋
の
掃
除
を
し
た
り
、
不
要

な
も
の
を
片
端
か
ら
捨
て
、

自
分
の
い
る
場
所
を
と
に
か

く
物
が
少
な
く
ス
ッ
キ
リ
し

た
状
態
に
す
る
。そ
う
し
て
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
コ
ー
ヒ

ー
を
、
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た

デ
ス
ク
に
置
い
て
そ
の
前
に

座
る
と
、
不
思
議
と
頭
と
心

が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
２
月
に
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
事
務
所
か
ら
独

立
し
、
そ
の
後
４
月
か
ら
副

会
長
に
就
任
し
た
為
、
年
明

け
か
ら
こ
れ
ま
で
は
、
慣
れ

な
い
こ
と
の
連
続
で
、
我
な

が
ら
バ
タ
バ
タ
の
忙
し
い
１

年
だ
っ
た
と
思
う
。

　
「
忙
し
い
と
は
心
を
亡
く

す
と
書
く
」と
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
通
り
、
慣
れ
な
い
こ
と

や
時
間
的
に
追
わ
れ
る
こ
と

で
、
こ
の
一
年
の
間
に
は
、

平
静
さ
を
無
く
し
て
し
ま
い

そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
っ

る
。

　

少
し
で
も
時
間
が
と
れ
る

と
き
は
、
血
を
巡
ら
せ
る
為

に
近
く
の
温
泉
施
設
や
ス
パ

に
行
く
。
ま
ず
、
炭
酸
泉
の

お
風
呂
に
入
る
の
だ
。
炭
酸

泉
は
38
・
５
度
く
ら
い
の
低

温
で
体
に
負
担
が
な
い
し
、

炭
酸
ガ
ス
が
体
内
に
浸
透
し

血
流
を
良
く
す
る
の
で
、
体

の
中
か
ら
じ
ん
わ
り
温
ま
る

の
で
あ
る
。
そ
の
後
サ
ウ
ナ

と
水
風
呂
を
一
度
ず
つ
入
れ

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
血
が

巡
り
、
体
は
ポ
カ
ポ
カ
、
不

思
議
な
浮
遊
感
に
包
ま
れ

る
。
色
々
な
モ
ヤ
モ
ヤ
も
忘

れ
、
１
時
間
程
で
私
の
「
整

え
」
は
完
了
と
な
る
。

　

こ
の
方
法
で
で
き
る
限
り

整
っ
た
頭
と
心
で
、
残
り
の

任
期
を
全
う
し
た
い
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

の
は
、
12
月
31
日
だ
。
私
に

「
整
え
る
」
方
法

理
事
者
室

だ
よ
り

さ
れ
、「
１
回
だ
け
で
も
発

言
し
よ
う
」
な
ど
と
考
え
た

も
の
だ
が
、
今
の
若
手
は
物

怖
じ
せ
ず
意
見
を
披
露
で
き

る
の
が
羨
ま
し
く
も
あ
る
。

　

机
の
配
置
が
教
室
型
か
ら

コ
の
字
型
に
戻
っ
て
、
顔
と

名
前
が
一
致
す
る
の
は
有
難

い
。「
新
し
い
景
色
」
が
見

え
る
よ
う
、
席
は
毎
回
変
え

る
こ
と
に
し
た
。

　

以
前
は
会
長
声
明
な
ど
が

自
分
の
意
見
と
ま
る
で
違
っ

て
も
、「
ま
あ
い
い
か
」
と

聞
き
流
し
て
来
た
が
、
会
則

辺
徳
平
先

生
や
箕
山

洋
二
先
生

な
ど
目
を

合
わ
せ
る

だ
け
で
も

深
呼
吸
が

必
要
な
先

輩
方
の
迫

力
に
気
圧

　

こ
の
原
稿
は
討
入
り
の
日

に
書
い
て
い
る
。

　

今
回
は
３
度
目
の
常
議

員
。
最
後
の
お
務
め
を
さ
ら

っ
と
や
ろ
う
と
引
き
受
け
た

も
の
の
、
ど
う
し
て
ど
う
し

て
。
議
案
は
大
量
、
事
前
検

討
の
負
担
も
昔
に
比
べ
て
大

き
い
。

　

驚
い
た
の
は
60
期
以
降
の

若
手
が
過
半
数
を
占
め
る
こ

と
。
期
の
順
で
自
分
は
上
か

ら
４
番
目
だ
。
老
骨
に
鞭
打

つ
か
。

　

思
え
ば
若
僧
の
頃
は
、
渡

72
条
の
「
建
議
」
を
根
拠
と

す
る
以
上
そ
れ
な
り
の
重
み

と
覚
悟
が
必
要
と
考
え
、
今

は「
和
而
不
同
」「
是
々
非
々
」

を
胸
に
秘
め
て
臨
ん
で
い
る
。

　

声
明
は
、
多
け
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

　

こ
れ
ま
で
質
問
３
回
。
賛

成
意
見
１
回
。
反
対
意
見
２

回
。
反
対
票
を
投
じ
た
議
案

が
６
つ
。
私
一
人
だ
け
反
対

の
議
案
も
あ
っ
た
が
、
勇
気

を
振
り
絞
っ
て
挙
手
し
た
。

　

そ
こ
で
提
案
。速
報
の「
賛

成
多
数
で
可
決
」
に
反
対
票

数
や
棄
権
票
数
も
明
記
し
て

は
ど
う
か
。
ど
う
せ
な
ら
票

の
割
れ
方
も
お
知
ら
せ
し
た

方
が
い
い
。

　

支
部
会
館
か
ら
の
リ
モ
ー

ト
参
加
も
認
め
ら
れ
て
、
皆

勤
賞
は
目
前
だ
。

　

残
り
４
回
。
島
崎
議
長
の

捌
き
の
手
腕
に
期
待
し
た
い
。

常議員会
の い ま 和而不同是々非々

会員　大木　孝（42期）

副会長　波田野　馨子

　

当
会
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー

の
和
解
あ
っ
せ
ん
手
続
（
Ａ

Ｄ
Ｒ
）
に
つ
い
て
の
連
載
も

第
12
回
を
迎
え
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
成
立
手
数
料
の
算

定
方
法
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
今
ま
で
紛

争
の
価
格
に
比
例
し
て
い
た

も
の
が
、
こ
れ
か
ら
は
紛
争

の
価
格
に
関
係
な
く
、
期
日

回
数
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
紛
争
解
決
セ
ン

タ
ー
の
和
解
あ
っ
せ
ん
手
続

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
を
利
用
し
よ
う

と
思
っ
て
も
、
紛
争
の
価
格

が
大
き
い
と
成
立
手
数
料
も

高
額
に
な
り
、
ま
た
紛
争
の

価
格
が
明
ら
か
で
は
な
い
場

合
に
は
成
立
手
数
料
の
金
額

も
明
ら
か
で
は
な
い
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
変
更
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
よ
り
躊
躇
し
て
い

た
方
々
に
も
Ａ
Ｄ
Ｒ
が
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

新
方
式
に
よ
る
計
算
方
法

は
い
た
っ
て
単
純
で
、

「
２
２
０
０
０
円
×
期
日
回

数
＋
５
５
０
０
０
円
」（
消

費
税
込
。
以
下
同
じ
）

　

と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
紛
争
の
価
格
が

３
０
０
万
円
で
期
日
が
３
回

だ
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は

紛
争
の
価
格
に
従
い
、
19
万

８
千
円
だ
っ
た
も
の
が
、
12

万
１
千
円
と
な
り
、
紛
争
の

価
格
が
１
０
０
０
万
円
で
期

日
が
３
回
だ
っ
た
場
合
は
、

42
万
９
千
円
が
同
じ
く
12
万

１
千
円
と
な
り
、
大
幅
に
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
上
記
の
新
し
い
成

立
手
数
料
の
算
定
基
準
は
令

和
５
年
２
月
１
日
か
ら
適
用

さ
れ
る
予
定
で
す
（
本
原
稿

執
筆
時
）。

　

他
に
も
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に

リ
モ
ー
ト
手
続
が
整
備
さ

れ
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
出
席
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
（
代
理
人
が
い
な
く

て
も
当
事
者
本
人
だ
け
で
利

用
で
き
ま
す
）
な
ど
、
従
前

の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
次
々

と
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
の
和

解
あ
っ
せ
ん
手
続（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）

を
ご
利
用
希
望
の
方
は
、
当

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
一
般
）

>

神
奈
川
県
弁
護
士
会
と
は

>

話
し
合
い
で
ト
ラ
ブ
ル
解

決>

紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
、

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
当
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
０
４
５
―

２
１
１
―
７
７
１
６
）
ま
で

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（

会
員　

原
藤　

達
也
）

手数料の算定基準が
 大きく変わりました
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忘年ゴルフコンペ忘年ゴルフコンペ

（４）（４）

キ
ャ
ン
バ
ス
・
ア
バ
ウ
ト
展

キ
ャ
ン
バ
ス
・
ア
バ
ウ
ト
展

川邊優喜川邊優喜会員が快挙！

（４）

　

秋
の
深
ま
る
昨
年
11
月
７

日
か
ら
13
日
ま
で
１
週
間
に

わ
た
り
、
当
会
美
術
同
好
会

の
定
期
展
覧
会
「
第
28
回
キ

ャ
ン
バ
ス
・
ア
バ
ウ
ト
展
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

キ
ャ
ン
バ
ス
・
ア
バ
ウ
ト

展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
蔓
延
及
び
対
策
の
影
響
を

考
慮
し
て
、
２
０
２
０
年
、

２
０
２
１
年
は
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
今
回
は
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

美
術
同
好
会
で
は
、例
年
、

日
帰
り
の
写
生
大
会
や
合
宿

と
い
っ
た
行
事
を
催
し
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
対
策
の
た
め
２
０
１
９
年

春
の
写
生
大
会
を
最
後
に
各

種
行
事
を
催
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
外
出
自
粛
が
要

請
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
個
人
で
旅
行
な
ど
を
す

る
こ
と
も
難
し
く
、
同
好
会

員
が
野
外
で
絵
を
描
い
た
り

構
想
を
練
っ
た
り
す
る
こ
と

も
難
し
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
本
展
覧
会
開

催
に
当
た
り
、
例
年
ど
お
り

の
出
品
が
確
保
で
き
る
の
か

不
安
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
不
安
は
杞

憂
に
終
わ
っ
た
。

　

作
品
の
出
品
数
は
例
年
と

遜
色
な
く
、
限
ら
れ
た
外
出

時
間
を
用
い
て
創
作
の
時
間

を
確
保
し
て
、
し
っ
か
り
作

品
を
完
成
さ
せ
て
く
る
同
好

会
員
の
旺
盛
な
創
作
意
欲

は
、
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
社
会

状
況
な
の
で
、
ど
う
な
る
こ

と
か
と
不
安
で
あ
っ
た
来
場

者
数
も
、
例
年
と
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で

あ
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
バ
ス
・
ア
バ
ウ
ト

展
は
、
同
好
会
員
が
楽
し
ん

で
絵
を
描
く
こ
と
が
目
的
な

の
で
、
絵
の
題
材
や
画
材
に

制
限
が
な
く
、
描
く
方
も
鑑

賞
す
る
方
も
自
由
な
作
風
の

絵
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
年
度
も
、風
景
、静
物
、

人
物
な
ど
を
題
材
に
様
々
な

水
彩
画
、
油
彩
画
、
ア
ク
リ

ル
画
が
大
き
さ
の
大
小
を
問

わ
ず
展
示
さ
れ
た
が
、
例
年

ど
お
り
色
彩
が
鮮
や
か
で
技

巧
を
凝
ら
し
た
作
品
ば
か
り

で
、
展
覧
会
場
が
華
や
か
に

彩
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
の
芸
術

の
秋
と
い
う
趣
で
あ
っ
た
。

　

展
覧
会
場
２
階
に
は
、
水

彩
に
よ
る
風
景
画
を
得
意
と

す
る
同
好
会
員
の
絵
が
壁
を

彩
る
よ
う
に
飾
ら
れ
て
お

り
、
壁
一
面
に
飾
ら
れ
た
多

様
な
被
写
体
を
描
い
た
小
ぶ

り
な
水
彩
画
が
見
る
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
た
。

　

今
回
は
、
３
年
ぶ
り
に
展

覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
蔓
延
や
対
策
状
況
は
刻

一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
今

後
も
毎
年
開
催
が
可
能
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
芸
術
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
が
失
わ
れ
な
い
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
会
員　

石
原　

達
也
）

　

昨
年
12
月
13
日
、
名
門
磯

子
Ｃ
Ｃ
に
て
横
浜
法
曹
ゴ
ル

フ
会
主
催
の
忘
年
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
行
わ
れ
た
。
今
年
は

前
日
か
ら
の
雨
天
予
報
も
あ

り
、
30
期
か
ら
70
期
ま
で
総

勢
22
人
が
、
島
崎
友
樹
常
議

員
会
議
長
杯
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

も
は
や
コ
ン
ペ
で
は
必
須

と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
参
加

者
全
員
の
ス
コ
ア
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
カ
ー
ト
に
表
示
さ

れ
る
た
め
、
参
加
者
は
ラ
イ

バ
ル
の
ス
コ
ア
に
一
喜
一
憂

し
な
が
ら
の
一
日
を
過
ご
す

こ
と
に
な
る
。

　

新
ぺ
リ
ア
方
式
（
隠
し
ホ

ー
ル
の
ス
コ
ア
で
ハ
ン
デ
を

決
め
る
為
、
上
位
入
選
に
は

運
も
必
要
）
で
行
わ
れ
た
競

技
の
結
果
、
優
勝
し
た
の
は

一
昨
年
準
優
勝
で
悔
し
涙
を

飲
ん
だ
69
期
渡
辺
孝
太
郎
会

員
。
グ
ロ
ス
76
、
特
に
後
半

は
パ
ー
プ
レ
ー
の
36
と
他
の

会
員
を
寄
せ
付
け
な
い
ダ
ン

ト
ツ
の
ス
コ
ア
で
、
運
も
味

方
に
付
け
て
完
璧
な
優
勝
。

見
事
に
島
崎
議
長
杯
を
獲
得

し
た
。

　

常
議
員
会
議
長
杯
と
同
時

に
開
催
さ
れ
た
ハ
ン
デ
戦
に

よ
る
月
例
競
技
の
優
勝
は
49

期
石
井
誠
会
員
。
夏
の
年
間

王
者
決
定
戦
（
取
切
戦
）
へ

の
参
加
資
格
を
獲
得
し
、
来

年
の
更
な
る
上
達
を
誓
っ
て

い
た
。

　

法
曹
ゴ
ル
フ
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
月
例
競
技
は
パ
ー

テ
ィ
開
催
を
自
粛
し
な
が
ら

の
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、

競
技
そ
の
も
の
は
毎
月
楽
し

く
開
催
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ

好
き
の
会
員
は
幹
事
吉
澤
ま

で
い
つ
で
も
ご
連
絡
を
。

（
会
員　

吉
澤　

幸
次
郎
）

　

昨
年
10
月
、
世

界
ナ
ン
プ
レ
＆
パ

ズ
ル
選
手
権
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
川
邊
優
喜

会
員
が
パ
ズ
ル
部

門
で
団
体
優
勝
、

個
人
４
位
に
輝
い

た
。英
語
名
称
は
、

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ　

Ｓ

ｕ
ｄ
ｏ
ｋ
ｕ　

＆

Ｐ
ｕ
ｚ
ｚ
ｌ
ｅ　

Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｏ

ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
ｓ

で
、
パ
ズ
ル
等
を

時
間
内
に
速
く
解

く
能
力
を
競
う
大

会
で
あ
る
。

　

５
月
に
予
選
等

を
経
て
８
名
の
日

本
代
表
が
選
ば
れ
、
世
界
選

手
権
で
は
個
人
戦
と
団
体
戦

が
行
わ
れ
る
。
個
人
戦
は
、

予
選
か
ら
13
人
が
プ
レ
ー
オ

フ
に
進
み
、
順
位
の
低
い
４

人
か
ら
１
人
が
残
る
勝
ち
抜

き
戦
を
繰
り
返
し
、
最
終
的

に
４
人
で
決
勝
戦
を
行
う
。

　

川
邊
会
員
の
出
場
は
２
０

１
４
年
の
初
出
場
か
ら
６
回

目
。
司
法
修
習
に
よ
る
不
参

加
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
会
の

中
止
は
あ
っ
た
が
、
参
戦
し

た
年
は
常
に
パ
ズ
ル
部
門
で

は
代
表
入
り
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
最
高
成
績
は
、

パ
ズ
ル
が
９
位
、
ナ
ン
プ
レ

が
30
位
台
。今
回
も
パ
ズ
ル
、

ナ
ン
プ
レ
双
方
の
代
表
で
あ

る
。

　

今
大
会
、
予
選
で
は
苦
戦

し
た
も
の
の
プ
レ
ー
オ
フ
で

２
度
の
勝
ち
抜
き
戦
を
突
破

し
て
決
勝
に
進
出
、
決
勝
戦

で
は
敗
れ
た
も
の
の
、
パ
ズ

ル
部
門
４
位
の
成
績
を
収
め

た
。「
予
選
で
は
ミ
ス
も
多

く
、
今
ひ
と
つ
乗
り
切
ら
な

い
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
分
プ
レ
ー
オ
フ
が
う
ま

く
い
っ
た
」
と
の
こ
と
。

　

ま
た
国
内
上
位
４
人
で
構

成
し
た
日
本
Ａ
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
パ
ズ
ル
部
門
団
体

優
勝
を
果
た
し
た
。
日
本
チ

ー
ム
の
団
体
優
勝
は
通
算
３

回
目
で
、
川
邊
会
員
自
身
は

初
優
勝
。
ナ
ン
プ
レ
部
門
で

も
個
人
18
位
と
過
去
最
高
を

大
幅
に
更
新
し
た
。

　

ド
ラ
マ
で
あ
れ
ば
仕
事
で

も
難
事
件
を
い
く
つ
も
解
決

し
て
い
そ
う
だ
が
「
残
念
な

が
ら
弁
護
士
業
務
が
パ
ズ
ル

に
役
立
っ
た
こ
と
は
な
い

し
、
パ
ズ
ル
が
弁
護
士
業
務

に
役
立
っ
た
こ
と
も
な
い
」

と
い
う
。

　

な
お
、
川
邊
会
員
は
パ
ズ

ル
作
家
歴
も
長
く
、
某
有
名

パ
ズ
ル
雑
誌
の
問
題
や
、
リ

ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
関
連
の
パ

ズ
ル
問
題
も
作
成
し
て
い

る
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
川
邊

会
員
の
作
っ
た
パ
ズ
ル
を
解

い
て
い
る
か
も
。

　

選
手
権
は
今
後
も
開
催
さ

れ
る
の
で
、
更
な
る
活
躍
を

応
援
し
た
い
。

大会の様子

北田会員より議長杯を贈呈される渡辺会員

World Sudoku & Puzzle Championships in Poland

パ ズ ル 部 門／団体優勝・個人４位
ナンプレ部門／個人18位

難
事
件
業
務
も
パ
ズ
ル
を
解
く
よ
う
に
解
決
？

　

世
界
で
。
と
い
う
こ
と
で

今
号
の
作
成
期
間
中
に
、
ア

ジ
ア
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・

ラ
リ
ー
に
出
場
し
タ
イ
か
ら

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
と
バ
イ
ク
で

走
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や

く
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
復
活

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第
28
回

渡辺渡辺
孝
太
郎

孝
太
郎

優
勝
優
勝

会
員

常議員会議長杯
カナベ

ン

運
も
味
方
か
？

運
も
味
方
か
？

ダ
ン
ト
ツ

ダ
ン
ト
ツ

ハンデ戦優勝ハンデ戦優勝 
 石井誠石井誠会員会員

旺
盛
な
創
作
意
欲

３
年
ぶ
り

の
開
催
！

番
外
編
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長
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川
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久
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安
達　
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長
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